シンポジウム by 広瀬,賢次 et al.
1030 第 45回千葉医学会総会，シンポジウム「臨床検査，その他」
の低下不足がことさらに目立った。
この症例の成績と重炭酸系のノモグラムとから Pco2
には 10以下の目盛の存在しないこと， しかも高度に 
HC03- (tota1 CO2) が減少している症例の存在する
ことの両者が併立することが理解出来た。 
14. 生検腎組織像よりみたネフローゼ症候群
広瀬賢次・中野泰雄・宍戸英雄
(千大第 1内科学教室)
。岡田正明(千大中央検査部・千大第 
2病理学教室)
ネフローゼ症候群の腎組織像の分類は，特にステロイ
ド療法との関連において， Burchらを始め諸家の分類
がなされている。これらはいずれも糸球体病変の基本と
して， minimal change，proliferative change，mem-
branous change，sclerosing changeを分類し，ステ
ロイド療法の効果が順次劣ることが示唆されている。我
々は今回ネフローゼ症候群の患者約80名に腎生検をお
こない，その組織所見を Burchらに準じて分類し，そ
の所見とステロイド製剤による治療効果との関連をみる
一方，その際の糸球体係蹄壁の変化を鍍銀法をもって追
求し，そこに smooth，wa vy，spike-like，filamen tous 
の基本型があることをみとめた。これら光顕的観察と共
に，一部症例では，電顕的，免疫組織学的検索も併せお
こなったので，これらの検索成績を綜合し，ステロイド
療法に対する治療成績と生検腎組織像との関連につき報
告する。
質問鈴村博一(千大産婦人科学教室) 
4型に分類した糸球体病変は，可逆性であるか，不可
逆性であるか，特にステロイド製剤による治療効果は?
解答宍戸英雄 
1) 糸球体病変はステロイド治療により，ほぼ，同質
内の範囲内で変動しておりました。 なお， Smoothお
よび Wavylesionは可逆的であり， Spikyおよび 
Filamentous lesionは不可逆的であります。 
15. 各種検体よりの分離菌の情況と薬剤感受性につい
て
小林章男(千大中央検査部)
千葉大附属病院の中央検査部が発足してから約 l年に
なるが，この間の主要検体の成績を整理して当院内感染
の実態を知ろうとした。
依頼件数の一番多かったものは尿で 2018件，105/ml 
以上菌を含んだものは全数の 24%にあたり， 尿路感染
は各科で特長があり， 内科では E.coli，泌尿科では 
Proteus，Pseudomonas，婦人科では Klebsiella，が多
く，小児科では Enterococcusの割合が他科より多かっ
た。各科共通に多いものは E.coli，Klebsiella，Proteus， 
Pseudomonasであった。 また小児科では 104/mlの菌
を含むものが他科にくらべ著しく多かった。薬剤感
受性について代表たる E.coliについて調べると Sulfi-
soxazoleは 90%，Streptomycin，Chloramphenicol， 
Tetracycline，Aminobenzyl Penicillinは 40，，-，80%， 
Nalidixic acid，Cepharoridine，Nitrofrantoinは30
，，-，50%， Kanamycin，Colistinは 5，，-， 40 %の株に耐
性であった。次いで多い依頼は結核菌培養で 1173件，
うち 5.8%に菌が分離され結核菌が実地診療にまだまだ
重要であることが示された。第 3位は疾の一般菌培養で
あった。これの病的意義の確定は今なお未解決である，
上気道常在菌以外の菌が多数分離されたものを陽性とす
ると，その半数は Klebsiellaを初めとするグラム陰性
梓菌で， H. influenzaeも 17株分離された。しかし D. 
pneumoniae，Group A Streptococcusは少なく各 4， 
l株であった。 4位は濃，創の培養でともに Coagulase 
positive Staphylococcusが最も多く分離され。これの
薬剤感受性は Cephaloridine， Dimethoxyphenyl 
Penicillin が最もすぐれ，ついで Kanamycin，更に 
Spiramycin，Lincomycinが続いた。 Sta ph y lococcus 
の次には E.coli. Pseudomonasを含むグラム陰性梓
菌がつぎ，ここでも肺炎菌，連鎖球菌の分離は著しく少
なかった。血液培養は 358件の依頼があり 8.6%に陽性
をえた。グラム陽性の球菌が 19株分離されグラム陰性
梓菌の 12株より多かったが，外科系のグラム陰性梓菌
が多く分離され注目された。 
16. いわゆる無痛分娩用麻酔器の構造，機能および使
用上の 2，3の問題点 
(Acoma S 11型を中心として)
大川昭二(松戸市)
いわゆる，	 無痛分娩用麻酔器， Walton V (BOC)， 
ic (Mackenson)，Aga，Mid-O-Gas麻酔器， 
A. E.麻酔器等に共通する構造と機能的特性を述べ，殊
に妊産婦および分娩時の呼吸の機能的変動から，これ等
麻酔器が要求されるガス流量，ガス混合比，気化器の特
性と気化濃度等を検討し，新しく Acoma 医科工業株
式会社で製作された AcomaS 1および SII型の製作
過程において，これ等の諸条件を検討した結果と臨床使
用上の 2， 3の留意すべき問題について私見を述べた 
症が各科でいかに頻発しているか理解された。分離菌種 、。U
